
平成 28年度第 2回地域包括ケアシステム研修会開催要領 

１ 目的 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年に向け、住民一人一人が住み慣れた地域で人生

の最期まで安心して過ごすことができるよう、在宅医療と介護の連携を推進し、医療と

介護のサービスを包括的かつ継続的に提供する体制を構築していくことが求められてい

る。そのため医師会等の関係団体、病院等の専門職種・市町村等に対し在宅医

療に係る医療体制の充実・強化に向けた研修を行うことにより、在宅医療の促

進と市町村における地域包括ケアシステムの充実を図ることとする。  

 

２ 主催 

  福島県県北保健福祉事務所 

 

３ 後援  

  福島市医師会、伊達市医師会、安達医師会、福島歯科医師会、安達歯科医師会 

  福島薬剤師会、伊達薬剤師会、二本松薬剤師会、福島県看護協会県北支部 

福島県理学療法士会県北支部、福島県介護支援専門員協会、 

福島県ソーシャルワーカー協会県北地区方部長 

 

４ 日時 

平成２９年２月２８日（火）１９：００～２０：３０ 

 

５ 場所 

福島テルサ ＦＴホール （住所：福島市上町４－２５） 

  （電話：024－521－1500 ＦＡＸ：024－523－4115） 

 

６ 対象者 

①診療所の医師・看護師、歯科医師、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ・居宅介護支援事業所及び薬局職員 

②各病院（医師・看護師・薬剤師・医療ソーシャルワーカー等） 

③市町村職員、地域包括支援センター職員 等 

 

７ 内容 

時間 内容等 

18:30 

19:00 

19:05～20:15 

 

 

 

 

20:20～20:30 

20:30 

受付開始 

１ 開会・挨拶 

２ 講演  

『在宅医療と地域包括ケアシステムについて』 

【講師】国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 

在宅連携医療部長 & 在宅医療・地域連携診療部長  

三浦 久幸氏  

３ 質疑応答 

４ 閉会 

 

８ その他 

  本研修会は、日本医師会生涯教育講座１．５単位として認定される。 

  カリキュラムコード：（13）地域医療、（14）医療と福祉の連携、（80）在宅医療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師】国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 

在宅連携医療部長 & 在宅医療・地域連携診療部長 三浦 久幸氏 

      ・名古屋大学大学院医学研究科修了。 

・平成１６年、国立長寿医療研究センター医長を経て、平成２４年４月１日 

から現職。 

・日本老年医学会認定老年病専門医、日本認知症学会専門医ほか。 

講師プロフィール（案） 



 

 

機 関 名  

担 当 者 名  

連 絡 先  

      職      種 氏     名            

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、 

その他（記載願います。          ）     

 

    

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、 

その他（          ）  

 

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、 

その他（          ）  

 

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、 

その他（         ）  

 

医師、歯科医師、薬剤師、看護師、 

その他（          ）  

    

     

※あてはまる職種に○を付けて、それ以外は記載願います。 

 

別紙 

事務担当 県北保健福祉事務所 総務企画課 和田宛て 

     連絡先：電話 ０２４－５３４－４１０４ 

ＦＡＸ ０２４－５３４－４１０５  

※平成 29 年 2月 13日(月)まで御報告をお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回地域包括ケアシステム研修会 

出 席 報 告 



　　　※本研修会は、日本医師会生涯教育講座１．５単位として認定されます。
　　　　カリキュラムコード：（13）地域医療、（14）医療と福祉の連携、（80）在宅医療

平成２８年度第２回

地域包括ケアシステム研修会

問合せ先：福島県県北保健福祉事務所 総務企画課

電話 ０２４－５３４－４１０４、ＦＡＸ ０２４－５３４－４１０５

平成２９年２月２８日（火）と き

福島テルサ ＦＴホールところ

１９：００～２０：３０

講演 「在宅医療と地域包括ケアシステム」

国立研究開発法人

国立長寿医療研究センター

在宅連携医療部長＆

在宅医療・地域連携診療部長

三浦 久幸 氏

団塊の世代が75歳以上となる2025年に向け、住民一人一人が住み慣れた地域で人

生の最後まで安心して過ごすことができるよう、在宅医療と介護の連携を推進し、医療

と介護のサービスを包括的かつ継続的に提供する体制を構築していくことが求められて

います。そのため医師会等の関係団体、病院等の専門職種・市町村等に対し在宅医療

に係る医療体制の充実・強化に向けた研修を行うことにより、在宅医療の促進と市町村

における地域包括ケアシステムの充実を図ることとします。

○名古屋大学大学院医学研究科修了。

○平成１６年、国立長寿医療研究センター

医長を経て、平成２４年４月１日から現職。

○日本老年医学会認定老年病専門医、

日本認知症学会専門医ほか。

講師プロフィール
講師

福島市医師会、安達医師会、伊達医師会、福島歯科医師会、安達歯科医師、

福島薬剤師会、伊達薬剤師会、二本松薬剤師会、福島県看護協会県北支部、

福島県理学療法士会県北支部、福島県介護支援専門員協会

福島県ソーシャルワーカー協会県北地区方部長

後 援




